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概 要

産業革命以降，技術が急速に進歩し，人口も爆発的に増加し続けた結果，大量のエネルギーが消

費されている。一次エネルギーとしては，石炭や石油，天然ガス等に依存している割合が高く，そ

れらの原料は有限であるため，将来的に枯渇する可能性が高い。そのため，枯渇した場合の代替エ

ネルギー源となるものを準備しておく必要がある。

また，深刻化する地球温暖化への対応も含めて，世界的に再生可能エネルギーの普及・拡大への

期待が高まっている。とりわけエネルギー自給率の低い我が国においては，エネルギー安全保障の

観点からも，国内で生産できる再生可能エネルギーの重要性が増している。

本グループは，日々重要性を増す再生可能エネルギー，なかでも，経済性の面などに課題があり

現状は普及が十分でないが，今後が期待される新エネルギーに着目した。ただ，ひとくちに新エネ

ルギーといってもそれが包括する範囲は非常に広く，関連技術を含めると多種多様なものが世の中

に存在する。

そこで，本グループは，基礎研究の段階である新エネルギー技術から実用化されているものまで，

リストアップし，横断的にそれぞれの原理，メリット・デメリット，技術的課題，将来の普及見通

しを調査・整理した。また，新エネルギーはその特性から，従来の化石燃料を原料とするエネル

ギーのようにユニバーサルな供給，利用には適していないことを考慮し，本発表では主にエネル

ギー源の入手性や地域適用性の面から，新エネルギー・新技術を比較・検討し，それぞれの地域特

性に見合った活用を提案する。

本調査の結果，我が国では再生可能エネルギー分野で世界トップレベルの先端技術が次々に生み

出されていることがわかった。再生可能エネルギーは成長を続ける巨大市場を創り出しており，本

分野における競争力の維持・強化は，技術立国日本としての再生や経済発展に寄与する大きな可能

性を秘めている。
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